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１ 開     会 北海道平和運動フォーラム 事務局長 岡村 孝一 

２ 主 催 者 挨 拶 北海道平和運動フォーラム 代  表 山木 紀彦 

３ 連 帯 挨 拶 原水爆禁止日本国民会議  専門委員 井上 年弘 

４ 来 賓 挨 拶 立憲民主党第 12区総支部長 衆議員議員 川原田英世       

   立憲民主党北海道総支部連合会 青年局長  吉田 大輔 

       社会民主党北海道連合  代  表 相馬 宏幸 

５ メッセージ披露 

６ 団体決意表明 

生活クラブ生活協同組合   理  事 小林 恭江 

市民ネットワーク北海道          佐々木ゆりか 

道北核廃棄物処分場反対連絡協議会  代  表  藤田 孝一 

核廃棄物施設誘致に反対する道北連絡協議会 共同代表  東   道 

７ 集会決議（案）採択 平和運動フォーラム道北ブロック協議会 代表委員 長濱 孝令 

８ シュプレヒコール 

９ 団結ガンバロー 

１０ デ モ 行 進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 2024年 11月 23日（土・祝）１３：００～ 

会 場 幌延町共進会場 

主 催 北海道平和運動フォーラム 

共 催 道北核廃棄物処分場反対連絡協議会 

【スローガン（案）】 

１．深地層研究計画延長反対！核抜き条例と三者協定を遵守させ、研究計画の早期終了と埋め

戻しを実現しよう！ 

２．科学的特性マップ撤回！文献調査から概要調査に進ませず、北海道すべての地域から核持

ち込みを拒否しよう！ 

３．原発の運転期間延長反対！次世代型原発開発阻止！泊原発の再稼働を許さず、原子力政策

に終止符を打とう！ 

４．大間原発建設計画の白紙撤回！六ヶ所再処理工場建設・運転阻止！上関町中間貯蔵施設建

設反対！全国の仲間と連帯し、核燃料サイクル政策を断念させよう！ 



集 会 決 議  （案） 

 

幌延町が核廃棄物施設を誘致してから４０年が経過した。1984 年、旧動燃は「核のごみ」の貯蔵と処

分研究を一体的にすすめる「貯蔵工学センター計画」を公表し、翌 85 年 11 月 23 日に抜き打ちの「現

地踏査」を強行した。当時、幌延周辺７町村で 71.8％の有権者が反対を表明しているにもかかわらず、

深夜に地上踏査を強行したことは民主主義の否定である。86年8月30日、旧動燃は私たちの監視活

動の目を欺き、早朝のボーリング資材搬入と闇討ちのボーリング調査を強行した。旧動燃は、調査にあ

たっては「地元の意向を尊重する」という姿勢から「理解を得るためには調査が必要」へと変貌し、地元

を軽視してきたことを私たちは決して忘れはしない。 

私たちは 1986年以降、11.23幌延デー北海道集会を開催し、「核抜き条例」「三者協定」の遵守、「深

地層研究計画終了」「施設の解体・埋め戻し」を訴え続けてきた。しかし、日本原子力研究開発機構は、当

初、「20 年程度」とされてきた研究期間を延長し、調査坑道の深度 500ｍ掘削に踏み切った。さらに、

「実施主体には譲渡・貸与しない」とする「三者協定」の解釈を捻じ曲げ、地下研究施設を活用した「国際

共同プロジェクト」に NUMO を参加させている。このような再三にわたる欺瞞に満ちた説明と地元の

思いを踏みにじる行為をこれ以上許してはならない。 

寿都町と神恵内村で始まった「文献調査」は、地域内外に修復困難な分断と困惑をもたらした。長崎県

対馬市では文献調査を受け入れない意向を表明し、白紙撤回に持ち込んだものの、全国各地では文献

調査の候補地選定が水面下で進められている。空洞化していく産業や過疎問題に苦しむ自治体に付け

込み、交付金で釣るような立地調査のあり方は見直すべきである。私たちは寿都町と神恵内村における

「概要調査」への移行を全力で阻止するとともに、全国の仲間と連帯しながら最終処分につながる文献

調査に断固反対していく。 

核燃料サイクル政策は破綻し、処分する核廃棄物は種類も総量も定まっていない。再処理の見通しも

立たず、核燃料プールも限界に達しようしているなか、中間貯蔵施設の建設が今、山口県上関町に押し

つけられようとしている。また、中間貯蔵施設は、使用済み核燃料の最終処分地になりかねない。 

石破首相も、原子力発電の利活用を方針に盛り込み、既存の原発の稼働を目指している。しかし、今や

るべきことは、全国の原発を速やかに停止し、核廃棄物を増やさないことである。これ以上、「負の遺産」

を将来世代に残してはならない。 

私たちは 11.23幌延デー北海道集会に結集し、北海道に核のゴミを持ち込ませない運動を強めてい

く決意を新たにした。そして、泊原発をはじめ全国の原発再稼働を許さず、すべての原発の廃炉、大間原

発の建設中止、六ヶ所再処理工場の閉鎖、破綻した核燃料サイクルを断念させ、原子力政策に終止符を

打つ運動を、全道・全国の仲間とともに粘り強くたたかうことをここに決議する。 

 

２０２４年１１月２３日 
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